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第 32 回全国大会のお知らせ（第三報） 
大会 Web サイト：http://www.jset.gr.jp/taikai32/ 

 
日本教育工学会第 32 回全国大会を，下記のように大阪大学豊中キャンパスにおいて開催します．多

くの方々のご参加をお待ちしています．また，研究発表にも奮ってご応募下さい． 
 
１．開催期日・会場 
期日：2016 年 09 月 17 日（土）～19 日（月・祝） 
会場：大阪大学豊中キャンパス 全学教育推進機構 〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町 1−16 

http://www.osaka-u.ac.jp 
（会場までのアクセス：http://www.celas.osaka-u.ac.jp/access） 

最寄り駅は阪急宝塚線石橋駅および大阪モノレール柴原駅です．阪急宝塚線石橋駅から会場

までは長い上り坂があります．会場に直結するバスはありません．自家用車でのご来場には

対応できません．なお，宿泊については「17．宿泊について」をご参照の上，ホテルの確保

にご注意下さい．また，キャンパス内は全面禁煙となっております． 
 
２．大会日程 

09 月 17 日（土） 09 月 18 日（日） 09 月 19 日（月・祝） 
08:15～17:00 受付 
09:00～11:00 一般研究発表１ 

International Session１ 
      （口頭発表） 

11:10～12:30 一般研究発表２ 
       （ポスター発表） 

チュートリアルセッション 
 
12:30～14:00 昼食，理事会 
     企業ランチセッション 
 
14:00～15:20 一般研究発表３ 
       （ポスター発表） 
15:30～18:00 SIG セッション１ 
 

08:30～17:00 受付 
09:00～11:40 一般研究発表４ 

International Session２
      （口頭発表） 

11:50～13:10 一般研究発表５ 
       （ポスター発表） 
 
13:10～14:10 昼食，各種委員会

 
14:10～15:10 全体会 

（表彰，会長講演，     

AECT・KSET 会長挨拶）

15:10～17:40 シンポジウム 
 
18:00～20:00 懇親会 

08:30～15:00 受付 
09:00～11:00 一般研究発表６ 
      （口頭発表） 

11:10～13:10 一般研究発表７ 
       （口頭発表） 
 
13:10～14:10 昼食 

ランチョンセミナー

 
14:10～16:40 SIG セッション２

 
16:50～    大会企画委員会 

09:00～16:00 企業展示 08:30～14:10 企業展示  
＊ プログラム編成によっては，時間帯が若干変わることもあります． 
＊ 企業展示が第１日目，第２日目に開催されます．ぜひ見学にお立ち寄り下さい． 
＊ 初日昼休みには，無料ランチ付きの企業ランチセッションを開催します． 
＊ ワークショップは，大会初日の前日 09 月 16 日（金）の 16:00 から 18:00 を予定しております． 

託児所の提供について  
前回大会に引き続き，大会期間中，託児所を提供する予定です．料金等，詳細は検討中です．決ま

り次第，大会 Web サイト，ニューズレター等でお知らせいたします． 
昼食について 

17 日（土）は学内食堂や売店が営業していますが，18 日（日），19 日（月・祝）は休業します．

18 日（日），19 日（月・祝）のみ，事前予約のお弁当を用意しますので，ご希望の場合は事前支払期

限までに参加費等とともにご送金下さい．なお，石橋駅周辺には飲食店が多数あります．コンビニは

キャンパスの周辺にあります． 
 
３．今大会での注目点・注意点 
・ 前回大会に引き続き，“現代的教育課題に対する SIG（Special Interest Group）セッション”を開

催します．今大会では，１日目の午後と３日目の午後に分けて行います． 
・ 本学会に初めて参加する方のために，１日目の午前にチュートリアルセッションを行います． 
・ 講演論文集はこれまでの CD-ROM 版から USB メモリ版に変更になります． 
・ 参加費は，USB メモリ版の講演論文集込みの価格となります． 
・ 前回大会と同様，企業ランチセッションが初日の昼に行われます．企業ブースへの出展企業から
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各３分程度のプレゼンテーションをして頂きます．参加者には，先着 150 名程度（予定）にラン

チを提供いたします． 
・ ２日目の全体会では，論文賞および研究奨励賞の表彰，会長講演，AECT（Association for 

Educational Communications and Technology）および KSET（The Korean Society for 
Educational Technology）の会長挨拶等があります． 

・ ３日目の昼に，２日目の全体会でもご挨拶いただく AECT 会長の Persichitte 先生を囲んでセミ

ナー形式の交流会を行います．Persichitte 先生には，米国における教育工学研究に関わるトピッ

クについて紹介いただき，その後はラウンドテーブル形式のフリートークで相互理解を深めます．

通訳はつきません．参加される方は，お弁当持参でお願いします．事前申込はございませんので，

積極的にご参加下さい． 
 
４．シンポジウム 

大会２日目の午後には「ビッグデータ時代の学習支援・学習評価のあり方〜教育工学研究の視点から

〜（仮）」のテーマのもとシンポジウムが開催されます．詳細は後日お知らせいたします． 
 

テーマ 「ビッグデータ時代の学習支援・学習評価のあり方〜教育工学研究の視点から〜（仮）」

司 会 美馬のゆり氏（公立はこだて未来大学） 
登壇者 西尾章治郎氏（大阪大学），緒方広明氏（九州大学），山内祐平氏（東京大学）， 

美濃導彦氏（京都大学），寺澤孝文氏（岡山大学） 
 
内容：初等教育から高等教育まで，教育における ICT 利用が本格化するなかで，様々なデータが記録

され，蓄積されてきています．教育工学研究においては，集めたデータの分析にとどまらず，それら

をもとに学習支援，学習評価につなげていくことが求められています． 
本シンポジウムでは，科学技術・学術政策として学術情報利用の基盤作りを推進している西尾章治

郎大阪大学総長をお招きし，社会における学術データ利用の方向性をお話しいただきます． 
日本教育工学会からは，大学組織におけるデータ活用（九州大学），教育実践（京都大学），MOOC+

反転学習（東京大学），Learning Analytics（岡山大学）の概況と動向から，教育工学にどのように貢

献できるか，貢献すべきかを考えます． 
 
５．チュートリアルセッション 

本学会にはじめて参加する方のために，１日目の午前にチュートリアルセッションを行う予定です．

このセッションでは，本学会の活動内容について，たとえば教育工学選書や SIG 活動などの紹介を通し

て，本学会が対象とする学術分野や研究のテーマ，これまでの研究知見の概要を説明します．大学院生

や現職教員，教育工学に関する研究に取り組もうとする研究者の方々を対象とします． 
詳細が決まり次第，大会 Web サイトならびにニューズレターに詳細を掲載いたします． 

 
６．SIG セッション 

SIG は，年間を通じて現代的教育課題に対する研究を深める時限付きのグループです．本大会におい

ては，SIG セッションとして，それぞれの SIG における活動について，コーディネータが中心となって，

発表や議論の場を設定します．大会１日目の午後と３日目の午後に分けて以下のとおり行います． 
 

開催日 SIG 名 原稿の受付 

09 月 17 日（土） 
15:30～18:00 

SIG-06 協調学習・学習科学 なし 
SIG-07 インストラクショナルデザイン なし 
SIG-08 メディア・リテラシー，メディア教育 なし 
SIG-09 質的研究 なし 
SIG-11 情報教育 一部公募 

09 月 19 日（月・祝）

14:10～16:40 
SIG-01 高等教育・FD すべて公募 
SIG-02 教師教育・実践研究 SIG指名のみ

SIG-03 教育・学習支援システムの開発・実践 一部公募 
SIG-04 教育の情報化 SIG指名のみ

SIG-05 ゲーム学習・オープンエデュケーション SIG指名のみ

SIG-10 コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発 一部公募 
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■SIG-01 高等教育・FD  
SIG-01 では「データに基づいた教育・学習改善の現状と課題」というテーマで会員から広く募った

原稿に基づき，議論を行います．近年 IR（Institutional Research）や LA（Learning Analytics）など，

大学内のデータを分析する動きが広まっています．また，大学教育再生加速プログラムなどでも学習成

果の可視化は重要なテーマとなっています．一方で，こうしたデータ分析で，何がどこまでわかるのか，

分析の結果を実際にどのように教育・学習の改善に使えばよいかについては，知見の蓄積が求められて

います．本セッションでは，教育・学習の改善を指向した IR や LA などの取り組み，データに基づい

た FD の取り組みなどの具体的な事例について，会員からの報告を踏まえて議論を深めたいと思います． 
 

■SIG-02 教師教育・実践研究 
自らの実践を対象化し，学び続けるリサーチマインドを保持した教師が求められる中，SIG-02 では，

教師教育と授業研究を密接に関連づけながら研究会や SIG セッションを推進してきました．近年，

Lesson Study や Learning Study が世界中で取り組まれている状況を踏まえると，日本教育工学会がこ

れまで蓄積してきた授業研究の知を世界的な視野から問い直すことが重要です． 
そこで本大会では，教育工学の立場から姫野完治氏（北海道大学），教育心理学の立場から河野麻沙

美氏（上越教育大学），教育方法学の立場から清水良彦氏（大分大学）にご登壇頂き，授業研究の今日

的な展開について，広い視野から捉えることともに，教育工学的な視点・アプローチによる授業研究に

ついて，その特徴や意義について議論を深めることを試みます． 
当日は３名の登壇者からの情報提供に加えて，参加者間でのグループ討議の時間を設けます．それら

を通じて，教育工学的な視点・アプローチによる授業研究の特徴や意義，それがいかに授業改善や教師

の力量形成に寄与できるのか等について，登壇者，参加者相互に深めていきます． 
 

■SIG-03 教育・学習支援システムの開発・実践 
教育・学習支援システムの開発・実践は，情報工学的なモデルや技術を基盤としたシステム開発の研

究と，教育実践の場のニーズとをマッチングさせて共同研究につなげること，理論とうまく結びついた

システム開発と評価および論文化するまでの道筋や工夫などを共有する場となることを目指していま

す．SIG セッションでは，まずこれまでの SIG 研究会で取り扱ってきたトピックの研究動向について紹

介します．ラーニングアナリティクスの観点を軸として，学習とセンシング，コミュニケーション支援，

学習データ共有，CALL などのテーマについて，活動報告と研究発表を行います．また，一般研究・ポ

スター発表の「教育・学習支援システムの開発・実践」カテゴリーでの研究発表も踏まえた総合討論を

行います． 
本 SIG の領域に興味をお持ちの方は，ぜひ当該カテゴリーでの発表および今後の SIG 研究会への参

加を検討いただきますようお願いします． 
 

■SIG04 教育の情報化 
教育の情報化は急速に進みつつあります．タブレット端末は，教室に１台から，グループに１台，さ

らに１人１台の時代へと移り変わっています．情報活用能力調査の結果が公表され，資質・能力の育成

とその評価についてもますますの研究や実践が求められています．21 世紀型能力の育成や，アクティ

ブ・ラーニングの深化・拡充などの新しい教育の潮流に，教育工学は何を提案し，貢献できるのでしょ

うか． 
教育の情報化 SIG では，「資質・能力としての情報活用能力の育成と評価」，「１人１台タブレット環

境における実践的研究」，「Get Active: Reimagining Learning Spaces for Student Success の翻訳」の

３つの研究・実践のプロジェクトを立ち上げました． 
SIG セッションでは，竹中章勝氏（畿央大学），塩谷京子氏（関西大学初等部），片山敏郎氏（新潟大

学教育学部附属新潟小学校），寺嶋浩介氏（大阪教育大学）の各氏をお招きして，パネルディスカッシ

ョンを行います． 
 
■SIG-05 ゲーム学習・オープンエデュケーション 
本 SIG では，ゲーム学習とオープンエデュケーションの研究動向や論考をまとめた「SIG レポート」

を年１回発行しています．本セッションでは，昨年に引き続き，全国大会開催に合わせて公開する SIG
レポートの内容をベースとして，各分野の研究課題や今後の研究の展開に向けた発表と議論を行います．

この分野の研究者や，研究・実践のための連携に関心のある方が活動を進展させる場となるセッション

を企画しています． 

Japan Society for Educational Technology

4



 

 

5

■SIG-06 協調学習・学習科学 
SIG-06 では，深い学びを促すためのアクティブ・ラーニングのあり方について検討を行います．近

年，アクティブ・ラーニング型授業は，大学だけでなく，初等・中等教育の授業においても幅広く取り

入れられつつあります．また，大学から職場へのトランジションを促すという点でも注目が集まってい

ます．しかし，１．どのように授業をデザインすれば学びを深められるのか，２．よい授業をつくるた

めに教員同士がどのように関わり合うべきか，３．どのように効果を測定するか，等については今後も

議論が必要です．そこで本セッションでは，この分野で活躍している研究者やデザイナーに具体的な事

例紹介や問題提起をしていただき，参加者とともに議論します． 
 

■SIG-07 インストラクショナルデザイン 
SIG-ID（インストラクショナルデザイン）は，昨年度に発足して以降，ID の普及や研究の促進を目

的に活動を進めております．本 SIG セッションでは，本学会ではまだ少ない ID に関連する研究の活性

化をねらいとして，ID の研究をどのように進めていけばよいのかについて，参加者相互で深めていく

場としたいと考えています． 
当日は，次の内容を行う予定です． 

１．ID に関する話題提供 
（１）ID の概要や主な理論等の紹介 
（２）ID をどのように実践・研究に取り入れるか（設計，評価，支援ツール等） 

２．事例をもとに ID を取り入れた実践研究を進める方法を検討するグループワーク 
詳細は，Facebook 等でも案内をしていく予定です．皆様のご参加をお待ちしております． 
 

■SIG-08 メディア・リテラシー，メディア教育 
わが国では，学術研究の発展を目的として科学研究費（以下，科研費）助成事業が行われています．

これまで，この助成を受けて数多くの「メディア・リテラシー，メディア教育」に関する研究が行われ

ており，独創的・先駆的な研究成果が残されてきました．本 SIG セッションでは，「メディア・リテラ

シー，メディア教育」をテーマとして科研費の助成を受けて研究を行ってきた研究者から，研究計画・

具体的な活動・研究成果について報告します．得られた知見を共有すると共に，今後の研究をどのよう

に発展させていくことができるか，学会員で知恵を出し合い検討します．また，そうした事例を参考に

しつつ，これから科研費の助成に申請しようと考えている研究者の研究計画を参加者で相互に検討する

ワークショップを行います．本 SIG は，「知と知をつなぎあわせて，新しい知を創造する．」というコン

セプトのもと「メディア・リテラシー，メディア教育」に関心のある方であれば，どなたでも参加して

いただくことができます．これから学ぼうとする方の参加も歓迎します．ぜひご参加下さい． 
 

■SIG-09 質的研究 
質的研究 SIG セッションでは，教育工学研究を質的研究が依拠するパラダイムから捉えることの面白

さを参加者と共有し，その際の方法論について議論することを目的とします．はじめに参加者と一緒に

「本当に“私”が知りたいこと，探求したいこと，実現したいこと」について，参加者間でグループワ

ークを行いながら，自分の研究を振り返ります．次に，90 年代にみられた教育工学における研究アプロ

ーチの転換について，大谷尚先生（名古屋大学）からお話を伺います．さらに，質的研究だからこそ明

らかになった特徴のある研究をいくつか紹介します．最後に，これらをもとに参加者間でもう一度，自

身の研究の原点についてダイアログセッションを持ち，質的研究がそれにどこまで貢献できるかについ

て一緒に考えたいと思います． 
 

■SIG-10 コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発 
SIG-10 は，大会最終日（19 日午後）に下記テーマで開催します．既報の３件の指定発表に加え，06

月 02 日（木）締切で最大２件の発表を公募する旨，お知らせしました．応募は１件あり，内容的にテ

ーマに即したものであると判断しましたので，これを加えた下記４件の発表となる予定です． 
【テーマ】知識・理解，思考・判断，人間性・社会性を総合的に育成するカリキュラムや指導法の実践

的研究 
【発表者と仮題】～司会：松田稔樹（東京工業大学） 

・玉田和恵（江戸川大）：問題解決力と情報モラルを養う情報リラテシー教育のカリキュラム 
・岡田佳子（芝浦工大）：ソーシャルスキル教育の指導・評価法とゲーミング教材の可能性 
・遠藤信一（東工大附属科技高）：工業専門教育の入り口・出口としての技術者モラル教育 
・後藤貴裕（東学大附属国際中等学校）・星 千枝（ベネッセ）： 

高等学校の教科指導を通したチームワーク能力の育成の可能性 
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■SIG-11 情報教育 
テーマ「AI 時代の情報教育」 

ヒューマノイドロボットやドローン，無人自動車，東ロボやアルファ碁など人工知能分野がめざまし

く進展しています．そこで，テーマを「AI 時代の情報教育」とし，教育で対応すべき事と，法律で取り

締まるべき事について議論します．話題提供後，パネルディスカッションを行います． 
司会者：徳野淳子（福井県立大学） 
話題提供者：情報学の立場から，萩谷昌己（東京大学） 
法律家の立場から，小林正啓（弁護士） 
医師の立場から，鈴木道子（米沢栄養大学学長，内科医） 
情報教育学の立場から，加納寛子（山形大学） 
指定討論者：心理学の立場から，戸田有一（大阪教育大学） 
この他，フラッシュトーク形式による提案発表を予定している． 
 

７．一般研究（口頭発表とポスター発表） 
一般研究発表は，口頭発表とポスター発表に分かれます．どちらの発表も同じ一般研究発表であり，

口頭発表とポスター発表に質的な優劣はありません．発表目的に合わせてご選択下さい．なお，プログ

ラム編成の都合上，口頭発表とポスター発表の発表形式のご希望に添えない場合があるかもしれません．

ポスター発表の枠を増やした場合，口頭発表で申し込まれていてもポスター発表になる場合もあります．

あらかじめご了承下さい．ポスター発表者は，発表セッションの時間帯は，ポスター前で説明及び討論

に従事しなければなりません．  
（1）高等教育の教育方法 （2）FD，IR （3）教師教育 （4）授業研究 （5）教育・学習支援シス

テムの開発・実践 （6）学習コンテンツ開発・評価 （7） 遠隔教育，遠隔学習 （8）反転授業  
（9）e ポートフォリオ （10）情報教育 （11）情報モラル （12）教科指導における ICT 活用  
（13）メディア・リテラシー，メディア教育 （14）e-Learning （15）ゲーム学習 （16）オープ

ンエデュケーション （17）認知と学習 （18）協調学習，学習科学 （19）教育評価，データ解析  
（20）授業設計，授業実践 （21）インストラクショナルデザイン （22）ワークショップ  
（23）語学教育，国際理解 （24）特別支援教育 （25）生涯学習 （26）企業内教育 （27）看護

教育，福祉教育 （28）保育，乳幼児教育 （29）質的研究 （30）教育改革，学習指導要領改訂  
（31）共同，連携，合意形成 （32）その他 
 
８．International Session 
昨年度に引き続き，International Session は全国大会とは切り離して国際交流委員会を中心に実施・

運営し，充実させる方向を目指します． 
本セッションの発表及び質疑応答は，英語で行われます．本セッションは，教育工学研究の国際化に

対応するものであるとともに，特に若い研究者に対しては，国際学会等での研究発表や討論に備える体

験を提供する機会でもあります． 
発表は，大会１日目・２日目に一般研究の口頭発表のいずれかのセッションと同じ時間帯で行われま

す．本セッションは下記の２つのテーマで実施されます． 
（１）System/Product Development and others 
（２）Lesson Study/Teaching Method and others 

 
９．ワークショップ 
ワークショップは大会企画委員会が中心となって開催します．このワークショップは，主催者が設定

した教育工学に関連するテーマについてインフォーマルに語りあう場です．実践は進んでいるものの研

究として認識されていない問題や，新しい情報技術の教育利用などの萌芽的な研究について議論を行っ

て頂くことを考えております．ワークショップは主催者主導で進行して頂きます．なおプログラム集に

は，ワークショップテーマ名・主催者/共催者名・概要が掲載されます．講演論文集へ原稿は掲載されま

せん． 
テーマは公募といたします．会場の都合から，大会企画委員会では７～８件程度を上限として採択い

たします．あらかじめご了承下さい．議論を通じて，教育工学に関心を持つコミュニティが作られ，発

展していくことを期待しています．積極的なご応募をお待ちしております． 
ワークショップの日程は，大会初日の前日 09 月 16 日（金）の 16:00 から 18:00 を予定しております． 
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応募のスケジュール： 
06 月 02 日（木）～06 月 23 日（木） ワークショップ テーマ受付期間 
06 月 30 日（木） ワークショップ テーマ決定（採否結果通知をいたします）

応募方法・応募先： 
電子メールにて，ワークショップ主催者と共催者の氏名，ご所属，メールアドレス，ワークショ

ップ名と概要（300 字程度）を大会企画委員会ワークショップ担当（taikai2016-ws@jset.gr.jp）ま

でお送り下さい． 
なお，件名は「ワークショップ応募」として下さい． 

 
10．発表時間 

発表時間は以下の予定です（発表件数に応じて変わる場合があります）． 
[一般研究] ＜口頭発表＞発表 14 分 質疑応答５分（昨年と同じです） 

＜ポスター発表＞80 分（昨年と同じです） 
 

11．発表内容の撮影，録音，録画等について 
 発表者，参加者の双方に次のことをお願いいたします． 

１. 発表者は参加者が発表内容を撮影，録音，録画する可能性のあることを承知の上で発表して下

さい．参加者に記録されると問題が生じる可能性がある場合には，発表者自身が参加者に記録

しないよう指示して下さい． 
２. 撮影，録音，録画したものについて，日本国の著作権法が規定している範囲以外で利用される

場合は，発表者の許可をとって下さい． 
３. 大会スタッフが記録用写真やニューズレター用写真を撮影します．撮影を拒否される方は，記

録係のスタッフに撮影しないようお伝え下さい． 
 
12．大会までのスケジュール 

06 月 02 日 木 ワークショップ テーマ受付開始 
＊SIG セッション発表申込・プロポーザル（２～４ページ）提出 

06月 23日 17:00 
木 

一般研究発表／International Session 原稿受付開始 
ワークショップ テーマ受付締切 
＊SIG セッション採択決定通知 

06 月 30 日 木 ワークショップ テーマ決定 
07月 05日 17:00 火 発表者の参加費事前送金締切（クレジットカード払い，振込・振替共に）

一般研究発表／International Session 申込・原稿（２ページ）提出 
＊SIG セッション発表原稿（２～４ページ）提出 
※17:00 が最終締切時刻となります．原稿の差し替えは，07 月 12 日（火）

17:00 までは Web 上で可能です（電子メールによる差し替えは認められま

せん） 
07月 12日 17:00 火 提出原稿の差し替え締切 

（17:00 厳守．この時刻以降の原稿の提出は一切受け付けません） 
08 月 23 日 火 発表者以外の参加費等事前送金期限 

（クレジットカード払い，振込・振替共に） 
（これ以降は送金しない） 

＊発表原稿や発表方法はSIGによって異なります． 
 
13．大会への発表申込等 
（１）発表者の資格 

・ [発表者]は，本学会の会員に限ります．ただし，会員以外が連名者となることは，差し支えありま

せん．ここでいう[発表者]とは，ファースト・オーサーあるいは連名者という意味ではなく，大会

当日発表される方を意味します．この会員には，発表申込時に入会される方も含みます． 
・ 発表原稿受付の段階で[発表者]が年会費を納入されていない場合には発表原稿を受け付けません．

また，[発表者]には，事前に大会参加費を送金して頂くことになっております．ご注意下さい．発

表原稿送付時に，オンラインで年会費等の納入状況がチェックされます．事前に年会費等の納入

をお願いします．なお，大会企画委員会が特に発表を依頼した場合はこの限りではありません． 
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・ ワークショップの主催者は，事前送金締切までに，年会費，大会参加費を納入されていることが，

ワークショップ開催の条件となります． 
・ 維持会員に所属する者は，最大３名まで個人会員として加入しなくても発表ができます（大会参

加費はお支払い頂きます）．発表原稿をオンラインで登録できるようにするために，該当する発

表者を事前に登録します．07月12日（火）までに大会企画委員会（taikai2016@jset.gr.jp）にご

連絡下さい．この期限を過ぎた後の受付はできませんので，ご注意下さい． 
 

（２） 発表申込件数の制限  
・ 会員は，一般研究で１件，International Sessionで１件，公募されているSIGセッション１件を

発表者として申し込むことができます．また，ワークショップ１件を主催できます．ただし，SIG
セッションで発表者として指名されている場合は，他のSIGセッションに申し込み，発表するこ

とはできません． 
・ 発表者でない連名者の件数には，制限はありません． 
 

（３）一般研究／International Sessionの発表申込方法  
・ 07月05日（火）17:00までに，大会Webサイトから原稿ファイルを提出して下さい．事前の発表

申し込みはありません．この提出によって発表申し込みとします． 
・ 発表日時の希望には応じられません． 
 

（４）原稿ファイルの作成と提出 
・ 書式は大会Webサイトに掲載される原稿テンプレートをご参照下さい．一般研究の原稿は，A4サ

イズで２ページです．１ページのものは受け付けません． 
・ 論文集の電子ファイルは，論文本文中の文字列の検索が可能になる方法で製作します．このため

に，各原稿ファイルはPDF/X-1a形式で提出して頂きます．また，PDFだけでなく，元ファイル

（MS-Word形式や一太郎形式のファイル）も提出して下さい．TeXで作成される場合でも，フォ

ントの埋め込み処理が行われていないことがありますので，ソースファイルすべてをひとまとめ

にして（アーカイブ形式等），提出して下さい． 
・ その他の原稿ファイル作成時の注意点 

１. 冊子体では，原稿サイズ A4 版を B5 版に縮小して印刷します．細い線が消えてしまう場合

がありますので，細すぎないように注意して下さい． 
２. PDF 作成時に，図表やキャプションの位置が意図しない場所に移動することがあります．

作成した PDF を印刷してチェックしたのち，投稿して下さい． 
３. PDF にフォントが埋め込まれているか自信がない場合には，一般的なフォント，文字コー

ドを利用して下さい．文字コードによっては，検索できない場合もあります． 
４. 提出して頂いたファイルの書式や文字化け等のチェック作業は，大会企画委員会では一切

行いません． 
 
（５）発表取り消しについて  

やむを得ない事情で発表を取り消しなさる場合には，すみやかに，大会企画委員会

（taikai2016@jset.gr.jp）までご連絡下さい．その場合には，論文集に原稿が掲載されていても，発

表者の業績としてみなすことはできません（学会から提供する発表リストから削除します）．なお，

ポスター発表については，ポスターを掲示していても発表者が会場にいない場合は，発表取り消しと

なりますので，ご注意下さい． 
 
（６）その他，発表に関するお願いや注意点 

・ 原稿は，あるレベルで完結した内容であることを求めます．「結果は当日会場で発表する」等の

書き方はしないで下さい．大会企画委員会で判断し，修正を求める場合があります． 
・ 類似の内容，シリーズ的な内容を複数の発表者に分割して申し込むことはできません． 
・ 発表者及び連名者には，大会企画委員会より「座長」の依頼を受けた場合には，それをご担当頂

きますので，予めご了承下さい．  
・ 講演論文集の発行日は，事前申込者がダウンロード可能になる日です． 
・ 提出された原稿のPDFは，学会がWebサイト等に掲載することを許諾して頂きます． 
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14．大会の参加申込及び受付等について 
大会に参加を希望される方は，以下の手順に従って申し込みをお願いします． 

（１）参加費等について 
事前に参加費等を送金される場合は，以下の金額を，事前支払期限までに送金して下さい．事前支

払期限は，発表者の場合，払込・振替の場合もクレジットカード支払いの場合も 07 月 05 日（火）

です．発表者以外の方は，払込・振替の場合もクレジットカード支払いの場合も 08 月 23 日（火）

です． 
参加費  正・准会員（名誉会員は無料） 8,000 円（当日は 10,000 円） 

学生会員      2,000 円（当日は 4,000 円） 
非会員       9,000 円（当日は 12,000 円） 
非会員の学生     4,000 円（当日は 6,000 円） 

懇親会費        4,000 円（当日は 5,000 円） 
弁当代         1,000 円（１食分，当日受付は不可） 
講演論文集代（予定）：冊子体 8,000 円，USB メモリ版のみ 4,000 円，両方 10,000 円 
 

参加費には，プログラム冊子および USB メモリ版講演論文集代を含みます．参加費には，昼食費

等の食事代は含まれておりません．ランチセッションは，企業からの協賛費用から先着 150 名程度

（予定）にお弁当を提供するもので，参加費とは無関係です． 
事前支払期限以降に送金された場合は，当日参加の場合との差額を会場でお支払い頂きます．なお，

事前支払期限までに発表者の参加費及び 2016 年度会費の納入が確認できない場合は，発表は取り消

しとなりますので，ご注意下さい． 
08 月 23 日（火）までの変更については，大会企画委員会（taikai2016@jset.gr.jp）までご連絡下

さい．送金なさった分を次年度の年会費に振り替えることができます．返金はしません．非会員の場

合は入会をして頂くことになります．この日以降は，変更を連絡頂いても，原則として振り替え等が

できないことをご了解下さい． 
大会参加費を事前に送金したけれども，学会事務局に連絡することなく，大会に参加されなかった

場合には，その旨を大会企画委員会（taikai2016@jset.gr.jp）までご連絡下さい．プログラム冊子と

USB メモリ版論文集をお送りします． 
卒業見込み年月が過ぎた学生会員で継続の連絡がない場合は，「准会員」に会員種別が変更されて

います．学生会員としての特典はありませんので，ご注意下さい． 
 

（２）事前の送金と参加登録について 
会員と非会員で参加費等が異なります．大会 Web サイト（http://www.jset.gr.jp/taikai32/）の「参

加申込」ページにアクセスして下さい．その画面で，①正会員・准会員・名誉会員の場合，②学生会

員の場合，③非会員の場合，④非会員の学生の場合を選択できますので，それぞれの場合の説明に従

って参加登録と送金手続きをお願いします． 
また，送金方法として，３つの方法が準備されます．それらは，①クレジットカードによる支払い，

②払込・振替，③当日会場で現金で支払いです． 
①「クレジットカードによる支払い」の場合 
・ 前述の「参加申込」ページで，「クレジットカードによる支払い」を選択して下さい． 
・ ただし，その際には学会から発行してご連絡してあります ID・パスワードが必要です．パス

ワードをお忘れになった場合は学会 Web サイトを参照し，お手続きをお願いします． 
②「払込・振替」の場合 
・ 前述の「参加申込」ページで，「払込・振替」を選択して下さい． 
・ その後表示される指示に従って，手続きをお願いします．その際表示される金額と送金内容を，

学会からニューズレターと一緒にお送りする払込取扱票に記入して，郵便局の窓口から送金し

て下さい．なお，必ず会員番号をお書き下さい． 
・ 郵便局窓口で送金されてから学会のデータベースに入力されるまで，1 週間から 10 日かかり

ます． 
・ 不足料金がある場合，電子メールアドレスがわかる方にはできるだけ事前に連絡しますが，全

員にはご連絡できないことも想定されますので，十分ご注意下さい． 
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③「当日会場で現金で支払い」の場合の事前登録 

・ 「当日会場で現金で支払い」の場合でも，参加登録を事前にして頂きますと，会場での受付が

非常に簡便になります． 
・ この場合，「参加申込」ページで「当日会場で現金で支払い」を選択して下さい． 
・ その後表示される指示に従って，手続きをお願いします． 
・ 登録内容が自動的にメールで送信されますので，それをプリントして当日会場受付にお出し下

さい．当日参加票に記入する必要がなくなります． 
（３）大会受付票等の送付について 

・ クレジットカード支払い，あるいは払込・振替で事前送金された参加者には，９月上旬までに，

「大会受付票」「大会参加証（名札用）」「領収書」のダウンロードURLを電子メールでお送り

します． 
・ 大会当日は，電子メールで送られた「大会受付票」等をプリントしてお持ち下さい． 
・ ただし，電子メールアドレスが登録されていない会員には，大会受付票等が送られませんので，

当日会場に掲示される「事前送金者リスト」で番号を確認の上，その旨お申し出下さい． 
（４）講演論文集のダウンロードについて 

・ 事前申し込みされた方は，講演論文集を，大会初日の約1週間前（09月09日（金）を予定）から

大会関係のWebサイトからダウンロード可能になります． 
（５）当日の受付について 
（a）事前送金済みの場合 

・ 大会受付の「事前送金済参加者」窓口で，電子メールでお送りした「大会受付票」をお渡し下

さい． 
・ 大会プログラム，講演論文集等をお渡しします． 
・ プリントして持参していただいた「大会参加証（名札用）」を名札ケースにお入れ下さい． 
・ 大会受付票をお忘れになる場合に備えて，できれば受付番号をメモしておいて下さい． 
・ 大会受付票を持参されなかった方は，当日会場に掲示される「事前送金者リスト」で番号を確

認の上「事前送金済参加者」窓口にて，その旨，お申し出下さい． 
・ 送金金額に不足があり，大会当日に差額をお支払いいただく場合は，「総合受付」でお受けし

ます． 
（b）当日参加の場合 

・ 当日参加者は，大会受付にて，「当日参加受付票」に必要事項を記入して，それを大会受付の

「当日参加者」窓口にてお渡し下さい（名刺をお渡し下さる場合は，連絡先住所等の記入を省

略することができます）． 
・ ただし，学会ホームページから参加登録を行った会員は，自動送信されたメールをプリントし

てお持ち下さい．会場で「当日参加受付票」に記入していただく必要がなくなります． 
・ お支払いいただいた金額に応じて，大会プログラム，講演論文集等をお渡しします． 
・ 名札ケースに名刺を入れるか，お名前をカードに書いて入れて下さい． 
・ 懇親会費を支払われた場合は，名札にマークを貼らせていただきます． 

 
15．会場の設備について 

会場では無線（Wi-Fi）によるインターネット接続が可能です． 
口頭発表のすべての会場で，コンピュータの画面を投影できる設備（プロジェクタまたはモニタ）と

スピーカが利用可能です．ただし，機器の接続確認は，当該の発表セッション開始５分前までに発表者

の責任で完了して下さい．HDMIなどの接続端子は発表プログラム決定後，大会Webサイトでご確認い

ただける予定です．なお，貸出用コンピュータやOHPは用意されません． 
ポスター発表の会場では，幅 90cm・高さ 180cm 程度のポスター掲示用パネルを用意する予定です．

パネル周辺に机・電源は用意されませんので，それを前提にした発表準備をお願いいたします． 
 
16．企業の展示について  

大会期間中，企業による製品等の展示も行います．今年は，企業ランチセッションを初日の昼に開催

いたします．企業ブースへの出展企業から各３分程度のプレゼンテーションをして頂きます．参加者に

は，先着150名程度（予定）にランチを提供します． 
出展，ならびに大会プログラム等における広告を募集いたしますので，ご希望の方は大会企画委員会

企業展示ワーキンググループ（tenji2016@jset.gr.jp）へお問い合わせ下さい． 
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17．宿泊について  

大会期間中の宿泊施設の斡旋はいたしません．各自でホテルのご予約をお願いいたします．現在，ホ

テルが大変混雑しているようですので，お早めに部屋を確保されることをおすすめします．なお，会場

まで比較的アクセスがよく，ビジネスホテルの複数あるエリアとしては，伊丹空港（大阪空港），江坂，

新大阪，十三，大阪（梅田）などが挙げられます． 
 
18．問い合わせ先  
大会全般に関しては以下にお問い合わせ下さい．  
大会企画委員会  問い合わせ用電子メールアドレス：taikai2016@jset.gr.jp 
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夏の合宿研究会の開催案内（最終報） 
 
■テーマ：ラーニング・コモンズを活用した学びのデザイン 
 
■趣旨： 
大学を中心にラーニング・コモンズの整備が進み，アクティブ・ラーニングが実践されています．そ

こで，今回の夏の合宿研究会では，これからの学びをより良いものにしていくため，ラーニング・コモ

ンズの場を活用したアクティブ・ラーニングをテーマとしました． 
当日は，授業利用を前提に設計されたラーニング・コモンズを会場とし，ラーニング・コモンズ研究

の概論的なお話や，会場となるラーニング・コモンズの設計・運用の状況と授業実践の内容，複数の学

校を横断した運用のための取組みを共有するなど，ワークショップ形式でこれからの学びのデザインを

検討する予定です． 
学習者の主体的な学びをサポートする環境設計やアクティブ・ラーニングの実践は，小・中・高等学

校でも大きな課題となってきています．大学関係者だけでなく，小・中・高校の教員，図書館や設備を

扱う職員など，様々な職種の方のご参加をお待ちしています． 
 
■日程：2016 年 08 月 27 日（土）13:00〜08 月 28 日（日）12:30 
※宿泊先は，参加者各自でご手配下さい． 

 
■会場：九州工業大学 飯塚キャンパス MILAiS （〒820-8502 福岡県飯塚市川津 680-4） 
 http://www.iizuka.kyutech.ac.jp/public/access/ 
 ※公共交通機関をご利用下さい． 

※会場の詳細については，以下の論文が参考になります． 
近藤秀樹，田川真樹，楢原弘之（2014）情報系専門科目を実施可能なアクティブ・ラーニ

ング環境の構築（教育実践研究論文，<特集>１人１台端末時代の学習環境と学習支援）. 日
本教育工学会論文誌，38（３）：255-268 

 
■合宿研究会参加費：2,000 円 

※本合宿研究会では，参加費を事前にクレジットカードもしくは郵便局からの払込みでお支払い頂き

ます． 
※合宿研究会参加費の領収書は，合宿研究会当日にお渡しいたします． 
※準備の都合上，参加申し込み後のキャンセル及び参加費の返金はできかねます．ご了承下さい．  

 
■募集期間：2016 年 06 月 10 日（金）〜2016 年 07 月末 
   ※申込者多数の場合は，早期に募集を締め切る可能性があります． 
 
■合宿研究会スケジュール 
08 月 27 日（土） 
13:00～13:30 合宿研究会の趣旨説明 
13:30～14:30 講演１「ラーニング・コモンズ：これまでとこれから」 

講演者 小山憲司氏（中央大学文学部 教授） 
14:30～15:30 講演２「九州工業大学のラーニング・コモンズ MILAiS-ミライズ-」 

講演者 近藤秀樹氏（九州工業大学 学習教育センター 助教） 
15:45～16:40 講演３「MILAiS を使った授業実践」 

講演者 安永卓生氏（九州工業大学 情報工学研究院生命情報工学研究系 教授） 
16:45～17:30 グループディスカッション「“わたしたちのラーニング・コモンズ”の課題」 

ファシリテーター 山田雅之氏 （日本教育大学院大学 准教授） 
18:30～ 情報交換会（※１ 任意参加） 
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08 月 28 日（日） 
10:00～10:10 アナウンス 
10:10～11:10  講演４ 

「持続可能なラーニング・コモンズの運用をめざして-担当者ネットワークの構築と実践-」 
講演者 村上正行氏（京都外国語大学 マルチメディア教育研究センター 教授） 

11:25～12:00  全体ディスカッション 
ファシリテーター 山田雅之氏 
コメンテーター  近藤秀樹氏 
コメンテーター  安永卓生氏 

12:00～12:30 まとめ  
 
■その他 
※１．研究会１日目終了後，情報交換会を開催します．御都合のつく方はこちらも御参加下さい．  
＜情報交換会 概要＞ 
・日時：08 月 27 日（土）18:30～20:30 
・情報交換会参加費：4,000 円 
※情報交換会の参加費も事前入金をお願いしております．参加を希望される方は，合宿研究会の参加費

と合わせて入金をお願いいたします． 
※情報交換会参加費の領収書は，合宿研究会当日にお渡しいたします． 
 
■問い合わせ先 
岡山大学 大崎理乃 ohsaki@okayama-u.ac.jp 
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日本教育工学会研究会   http://www.jset.gr.jp/study-group/ 
研究会の開催 

 

テーマ 教育の情報化／一般
●日  時：2016 年 07 月 02 日（土） 
●会  場：鳴門教育大学 講義棟 ３F 

（〒772-8502 徳島県鳴門市鳴門町高島字中島 748 番地） 
●担  当：泰山 裕（ytaizan@naruto-u.ac.jp） 

プログラム               発表時間：発表 1 件につき 24 分（発表 19 分，質疑５分）

A 会場（B304），B 会場（B305），C 会場（B306）  
09:55-10:00 諸連絡 

10:00-12:05 午前の部 

 

A1）ICT 支援員のための能力基準の検討 
古田壮宏，伊藤剛和（奈良教育大学），杉村智惠子，小川浩次（株式会社 JMC） 

A2）小学３年生を対象としたローマ字入力学習カリキュラムの開発 
中川斉史（三好市立下名小学校），堀田龍也（東北大学大学院） 

A3）Web 教材の学習過程を視覚化するための簡単な方法－読まれた内容と時間を特定し，興味・関

心を推定するには－  
浅尾彰俊 

A4）ICT 研修ファシリテーター養成講座の改善－2016 年度の取り組み－ 
脇本健弘（横浜国立大学），稲垣 忠（東北学院大学），寺嶋浩介（大阪教育大学）， 
中橋 雄（武蔵大学），島田 希（高知大学），堀田龍也（東北大学）， 
坂口 真（日本放送協会） 

Aa）SIG04 による総合討論① 
豊田充崇（和歌山大学），稲垣 忠（東北学院大学），後藤康志（新潟大学） 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
B1）小学校のプログラミング学習における批判的思考の影響に関する検討 

伊藤満里奈（早稲田大学大学院），森田裕介（早稲田大学），齊藤貴浩（大阪大学）， 
森 秀樹，栗山直子，西原明法（東京工業大学） 

B2）縦糸・横糸モデルに基づくカリキュラム設計方法論構築の試み－SIG-10 活動の中間まとめに向

けて－ 
松田稔樹（東京工業大学） 

B3）思考タスクの外在化による思考活動の活性化－情報構造の具象操作としての思考タスクの設計－

平嶋 宗（広島大学大学院） 
B4）小学校における「きょうどう」学習の実態と課題に関する研究 

前多香織，藤村裕一，大平和哉，竹口幸志（鳴門教育大学大学院） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
C1）グローバル MOOC における相互評価の信頼性に関する検討－早稲田大学における事例から－ 

石井雄隆，アダムゴードン，平賀 純，永間広宣，大浦弘樹，森田裕介（早稲田大学） 
C2）大和言葉の語根から連想する古語学習教材の開発 

井上麻美子，藤村裕一，大平和哉，竹口幸志（鳴門教育大学大学院） 
C3）スクリーンリーダを用いた入力フォームにおけるエラー提示方法の検討 

東海林以展（早稲田大学大学院），森田裕介（早稲田大学） 
C4）全天球動画を用いた授業アーカイブシステムの試作 

瀬戸崎典夫，鶴本菜穂子，藤井佑介（長崎大学） 
C5）学校教員の職業生活に対する効力感尺度の開発 

沖林洋平（山口大学） 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 

研究会 

2016 
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13:05-13:10 委員会挨拶・諸連絡 

13:10-15:15 午後の部① 
 

A5）小学校体育でのタブレット端末を用いた撮影ポイント一覧表の開発と評価 
山本朋弘（鹿児島大学），横山誠二（国立大隅青少年自然の家），清水康敬（東京工業大学） 

A6）情報モラルを扱う道徳の時間に用いられる指導法の検討 
佐々木弘記（中国学園大学） 

A7）タブレット端末を用いた算数科ドリル教材の学習履歴の分析 
菊地尚樹，大森裕二，甲州美加，志野奈美子，村上 壮（凸版印刷株式会社）， 
稲垣 忠（東北学院大学） 

A8）障害者差別解消法に基づく合理的配慮のための情報共有システム 
長瀬 大，前田宏治，森住俊子（四国大学） 

A9）グループ１台環境下の個別視聴による「選択して聴く力」の育成効果に関する研究 
福士晶知（江別市立東野幌小学校），藤村裕一，大平和哉，竹口幸志（鳴門教育大学） 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
B5）特別の教科「道徳」における思考スキルの分析 

泰山 裕（鳴門教育大学） 
B6）教師の即時的意思決定における限定された合理性 

徳岡慶一（京都教育大学）  
B7）映像コンテンツの高速提示時におけるインストラクタ映像の影響に関する一分析 

長濱 澄（早稲田大学大学院），森田裕介（早稲田大学） 
B8）高校生による地域団体商標（地域ブランド）の創生の提案 

世良 清，仲 卓哉，鳥山愛莉，倉口実花（三重県立津商業高等学校） 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
C6）卒業後の進路を考慮したエンジニアリングデザイン教育の試み－2 年間の実践と改善－ 

尾崎 亮，島田英之，上嶋 明，クラエリス，小畑正貴（岡山理科大学） 
C7）高等学校におけるグローバル人材育成の課題分析 

前田淳司，藤村裕一，大平和哉，竹口幸志（鳴門教育大学大学院） 
C8）介護従事者のキャリア意識を向上させるためのゲーム教材の実践 

福山佑樹（東京大学），秋本可愛（株式会社 Join for Kaigo） 
C9）算数科指導困難領域における指導方略に関する研究 

手嶋 香（鳴門教育大学大学院），藤村裕一，大平和哉，竹口幸志（鳴門教育大学） 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

15:30-17:35 午後の部② 
 

A10）規準の細分化，学習プロセスの振り返り，グループ評価を組み入れた批判的思考ルーブリック

の開発 
後藤康志（新潟大学） 

A11）映像に対する児童の批判的視聴の特徴－計量テキスト分析を用いた検証－ 
佐藤和紀（東京都杉並区立高井戸東小学校／東北大学大学院）， 
齋藤 玲，望月翔太，堀田龍也（東北大学大学院） 

A12）情報検索を支援する生徒向けシステムに必要な機能要件 
登本洋子（玉川学園／東北大学大学院），板垣翔大（東北大学大学院），伊藤史織（玉川学園），

堀田龍也（東北大学大学院） 
A13）アクティブ・ラーニングを支える学習空間とテクノロジー 

稲垣 忠（東北学院大学），板垣翔大（東北大学大学院），小島亜華里 （関西大学大学院）， 
服部里衣子（ＮＨＫ），安藤明伸（宮城教育大学），佐々木弘記（中国学園大学）， 
泰山 裕（鳴門教育大学），森下 孟（信州大学），林 向達（徳島文理大学） 

Ab）SIG による総合討論② 
豊田充崇（和歌山大学），稲垣 忠（東北学院大学），後藤康志（新潟大学） 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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B9）幼児教育における情報モラルに関する研究 
勝見慶子，藤村裕一，大平和哉，竹口幸志（鳴門教育大学大学院） 

B10）反転授業における学習者の活動と学習者特性の関連についての一考察 
森田裕介，長濱 澄，宮西祐香子（早稲田大学） 

B11）Teacher Talk Trainer を使用した授業は実習生の発話文の複雑さに影響を及ぼすのか？ 
歌代崇史（北海学園大学） 

B12）全国学力・学習状況調査結果を活用した学校関係者向け分析ワークショップの試行的評価 
平野智紀（内田洋行），山田敏英，米持正伸（横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉中学校）

 
● 発表時間：当研究会は会員・非会員による討論の場を作ることを目的として開催してきました．討

論時間を確保するために，持ち時間 24 分において質疑応答の時間を５分以上は確保していただいて

おります．よろしくご理解願います． 
● 参加費用：参加費は無料です．研究会報告集の年間予約購読代金（3,500 円）を支払済みの本学会

会員以外の方は，報告集代として 1,000 円を当日受付にてお支払い下さい（ただし，本研究会受付

時に年間予約購読代金の支払済みが確認できない場合には，当日受付にて年間予約購読分の報告集

をお渡しすることができませんのでご了承下さい）．また，当日受付にて年間予約購読の申込みも可

能です．なお，年会費には研究会報告集の年間購読代金は含まれておりません．  
● 交通案内：JR 鳴門駅から徳島バスもしくはタクシーで約 15 分．詳しくは，鳴門教育大学ホームペ

ージの「交通・キャンパスマップ」（http://www.naruto-u.ac.jp/access.html）をご参照下さい． 
● 昼食案内：当日は生協が閉まっています．周辺に飲食店も多くありませんので，各自ご準備下さい．

● 当日は同じ建物１F において免許更新講習が実施されていますので，ご留意下さい．  
● 今回の研究会後の情報交換会はございません． 

研究会の発表募集   テーマ：ICT を活用した学習環境／一般 
●日  時：2016 年 11 月 05 日（土） 
●申込締切：2016 年 09 月 05 日（月）17:00

●会  場：宮崎大学（担当：久保田真一郎） 
●原稿提出：2016 年 10 月 03 日（月）17:00 

●募集内容： 
スマートフォンやタブレットなどのスマートデバイスの普及

により，学習手法や学習支援の方法，教授の方法が変化していま

す．スマートデバイスは，新たな学習手法や学習支援に限らず，

ありとあらゆる教育の場面で学習活動を情報化し，記録すること

を可能にしています．記録されたデータは学習者が２次利用可能

であることはもちろん，学習管理システムにこれまで以上の学習

者の活動がログとして記録されます．機械学習における深層学習

は，人が分析して抽出困難であった学習者の特徴や状況を学習者

のログ情報から判別する可能性を感じさせ，判別結果による学習

者に合わせたきめ細かな学習支援の可能性が広がっています． 
そこで，本研究会では，ICT を活用した学習環境をテーマに，

学習活動の情報化，教授手法の情報化，学習支援の情報化など，

教育活動を情報化し，分析技術を応用した学習支援の仕組みを目

標とする学習手法のモデリング，システム開発，実践事例など幅

広く募集します． 

●申込方法：研究会 Web ページよ

りお申し込み下さい．なお，締切日

時が“平日 17:00”までに変更とな

りましたのでご注意下さい． 
●原稿執筆：締切後１週間以内に，

申込時に登録されたメールアドレ

ス宛てに発表の採択結果と執筆要

項をお送りいたします． 
●原稿提出：原稿の提出は PDF 形
式で，研究会 Web ページの「発表

申込フォーム」より，発表申込時に

発行された「受付キー」を使用して

ご登録下さい．なお，期限までにご

提出いただけない場合は，自動的に

発表取消となりますのでご注意下

さい． 

今後の研究会のご案内    
月日 テーマ 会場 申込締切 原稿提出締切 

2016 年 
12 月 17 日（土） 

インストラクショナルデザイン／

一般 
仁愛女子

短期大 10 月 17 日（月） 11 月 14 日（月）

2017 年 
03 月 04 日（土） 協働的な学びづくり／一般 信州大 01 月 05 日（木） 02 月 06 日（月）
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年間予約購読のお勧め 
●年間購読：研究会報告集の年間予約購読価格は郵送料込みで 3,500 円です（当日売りは 1 冊 1,000 円

と割高になります）．研究会の受付でも年間講読を受け付けております． 

研究会の開催報告 

●日  時：2016 年 05 月 21 日（土） 
●発表件数：29 件 

●会  場：大阪大学 
●参加者数：74 名（内非会員 26 名） 

さわやかな五月晴れのお天気の中，74 名の方を大阪大学豊中キャン

パスにお迎えすることができました．本研究会は，SIG-01 ならび

に SIG-11 と連携していたことから，高等教育における教育方法・

FD・IR／情報教育という多岐に渡るテーマで開催されました．初

等教育から高等教育まで様々な教育段階における教育実践研究が

報告されましたが，どの段階においても，「学習者が何を学ぶのか」

という学習の本質に切り込む議論が活発になされ，有意義な場とな

りました．研究会にご参加頂きました皆様をはじめ，開催にあたり

ご協力いただきました関係各位に深く御礼申し上げます．本年は９

月の全国大会が大阪大学豊中キャンパスで開催されますので，また

皆様とお目にかかれることを楽しみにお待ちしております． 
大山牧子（大阪大学）
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日本教育工学会論文誌 特集号 論文募集（第二報） 

「特集：教育情報化時代のラーニング・アナリティクス」 
 

e ポートフォリオ，LMS（学習管理システム），MOOC（大規模公開オンライン講座）など ICT を活

用した教育環境が，初等中等教育や高等教育の場を通して整備され，学習活動・学習成果，それに伴う

コミュニケーション過程などがデジタルデータとして蓄積されつつあります．ICT によって蓄積された

データを分析することで，個々の学習者のモニタリングや学習プロセスを把握するだけでなく，それを

もとに多角的な学習支援や教育改善を可能とする「ラーニング・アナリティクス」研究が注目されます．

そこで本特集号では，様々な教育・学習分野において，ビッグデータを対象としたデータマイニングか

ら，個々の授業を対象にした学習データ分析まで，広義のラーニング・アナリティクスに関する研究を

募集します．「ラーニング・アナリティクス」研究は，まだ始まったばかりの分野であり，発展・普及

はこれからです．初等中等教育の現職教員，大学院生，若手研究者の方々もふるってご投稿下さい． 
 
１．対象分野 
下記に本特集号で募集する論文テーマについて例示しますが，下記に限らず，幼児教育，初等中等教

育，高等教育，企業内人材育成や生涯教育など，さまざまな分野で行われるラーニング・アナリティク

ス研究に関係する論文を広く募集します． 
 
（１）初等中等教育における ICT 活用授業に関するラーニング・アナリティクス 
（２）映像教材の視聴ログ・操作ログに基づいた効果分析・教材の改善 
（３）e ポートフォリオに蓄積された学習成果におけるテキストマイニングの活用 
（４）デジタル絵本・教科書・教材の操作ログを活用したラーニング・アナリティクス 
（５）ラーニング・アナリティクスに基づいた，新たな学習理論，評価法や分析フレームワークの提案 
（６）センサーネットワーク，ウェアラブルデバイスにて収集した学習者の動作データによるラーニン

グ・アナリティクス 
（７）CSCL における，学習ログを活用したインタラクション分析 
（８）ラーニング・アナリティクスを活用した授業やデジタル教材のリデザイン 
（９）ラーニング・アナリティクスを活用したインスティテューショナル・リサーチ，組織研究 
（10）LMS 等 ICT よって蓄積されたログを活用した学習支援システムの開発 
（11）GPS など地理データを活用したインフォーマル学習支援 など 
 
２．募集論文の種類 

通常の論文誌と同様に，「論文」「システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「寄書」を募集し

ます．それぞれの論文種別については，投稿規定をご覧下さい．なお，「ラーニング・アナリティクス」

研究を先導し，展開していくのは，日本教育工学会です．その意味で，既に結果を得た「論文」以外の

種別の論文，概念提唱や構想提案をまとめた論文，などの投稿についても優れたものはできるだけ採択

していく予定です． 
論文の査読は，通常の論文誌の場合と同じです．ただし，査読は２回限りとし，編集委員会が示した

掲載の条件を修正原稿で満たさない場合は採録になりません．「ショートレター」として既に掲載され

ている内容を発展させて「論文」として投稿することも可能ですが，単に分量を増やして詳細に説明し

ただけでは発展させたことになりませんので，ご注意下さい．なお，本特集号へ投稿された論文が特集

号編集委員会にて対象分野外と判断された場合には，一般論文として扱うことになりますので，あらか

じめご了承下さい． 
 
３．論文投稿締切日（2017 年 11 月発行予定） 
投稿原稿を 02 月 02 日（木）までに電子投稿をお願いします．ただし，02 月 09 日（木）までは，論

文を改訂することができます．締切の延長は行わない方針です． 
投稿原稿提出締切（電子投稿）：2017 年 02 月 02 日（木） 
最終原稿提出締切（電子投稿）：2017 年 02 月 09 日（木） 
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４．論文投稿の仕方 
原稿は，「原稿執筆の手引」（http://www.jset.gr.jp/thesis/index.html）に従って執筆し，学会ホーム

ページの会員専用 Web サイトから電子投稿して下さい．郵送による投稿は受け付けておりません． 
 
５．問い合せ先 
日本教育工学会事務局 
Tel/Fax：03-5549-2263 
電子メール：tokushu2017@jset.gr.jp 
 
６．特集号編集委員会（検討中） 
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日本教育工学会第 16 期第８回理事会議事録 
日時：平成 28 年 05 月 14 日（土） 
場所：JAPET&CEC 会議室 
出席：理事 山西潤一会長，鈴木克明副会長，中山 実副会長，吉崎静夫副会長，加藤 浩，木原俊行， 

久保田賢一，三宮真智子，寺嶋浩介，堀田龍也，前迫孝憲，益子典文，村上正行， 
森田裕介，山内祐平 

監事 永野和男  総務委員会 姫野完治，室田真男  事務局長 赤松伊佐代（合計 19 名） 
 

１. 前回の理事会議事録の承認について 
第 16 期第７回理事会議事録について原案が提示され，承認した． 

２. 新入会員の承認について 
2016 年 03 月 10 日（木）から 2016 年 04 月 25 日（月）の会員の移動状況について報告があり，

承認した．結果，2016 年 04 月 25 日（月）現在の総会員数は 2,871 名となった． 
３. 各種委員会から 
（１） 編集委員会 

論文誌編集進捗状況について報告があった． 
（２） 研究会委員会 

今後の研究会開催について経過報告があった． 
（３） 企画委員会 

６月のシンポジウム事前申し込みについて，事務局より会員宛メーリングリストとホームページで
周知することを承認した． 

（４） 大会企画委員会 
全国大会時における悪天候，災害時のガイドラインが示され，協議のうえ承認した．また，第 32

回全国大会の企業展示応募状況（05 月 17 日（火）締切）により追加募集を検討する旨の報告があり，
承認した． 

（５） 顕彰委員会 
研究奨励賞および論文賞の選考状況について報告があった．  

（６） 選挙管理委員会 
選挙改革委員会における検討状況，および今後の具体的な手続きについて審議し，承認した．  

（７） 国際交流 
次年度以降の ICoME との連携・共催について会長間で協議を行うこととなった． ICoME2016 の

参加申込，会員価格で参加可能なことを，会員宛メーリングリストとホームページで周知することを
承認した． 

（８） 広報委員会 
ニューズレター215 号（06 月 02 日（木）原稿締切）の台割案の提案があり，一部修正のうえ承認

した． 
（９） SIG 委員会 

SIGにおける予算使用の内規，2015年度活動報告および2016年度活動計画が報告され，承認した． 
（10）選書委員会 

教育工学選書の進捗状況について報告があった．また本学会の在庫が 50 冊以下になった時点で，
学会員への販売を中止することを承認した． 

４. 総務・会計 
（１） 年度末決算と今年度予算について 

2015 年度事業報告案及び決算報告，2016 年度事業計画書案及び収支予算書案の説明があり，承認
した． 

５. その他 
（１） 以下の協賛・後援依頼を承認した． 

 「関西教育 ICT 展」協賛（一般社団法人 日本教育情報化振興会） 
 「第 21 回モバイル研究会」後援（特定非営利活動法人モバイル学会）  
 「第 43 回教育工学研修中央セミナー『IMETS フォーラム 2016』」後援 

（公益財団法人才能開発教育研究財団） 
 「日本情報科教育学会第９回全国大会」協賛（日本情報科教育学会） 
 「第 32 回ファジィシステムシンポジウム（FSS2016）」協賛（日本知能情報ファジィ学会） 
 「New Education Expo 2016」後援（New Education Expo 実行委員会） 

（２） 以下の諸事項への対応が報告された． 
 「科学研究費助成事業審査システム改革 2018」へのパブリックコメントについて，事務

局より会員宛メーリングリスト等で周知することとした． 
 「学術大型研究マスタープラン 2016」を申請した旨が報告された． 

（３） 連絡事項・郵送物を確認した． 
（４） 今後の理事会日程を確認した．  
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SIG 参加登録・新規申請についてのお知らせ 

・SIG への参加の仕方 
学会ホームページの「会員専用ページ」にログインし，メニューにある「SIG 参加申請」を選んで，

参加をチェックすると，SIG のメーリングリストに参加することができます．メーリングリストでは，
SIG の活動についての広報，会員同士の情報共有などができます．また，複数の SIG に参加すること
もできます． 

・SIG の新規申請の方法・条件 
SIG の新規申請の締切は毎年 02 月 15 日となります．今年度から SIG の新規申請の条件として， 
下記の条件を設定しています．詳細は学会ホームページをご覧下さい． 

一．発起人となる少なくとも１名については，全国大会において申請する新規 SIG 関連のワーク
ショップを開催していること． 

一．発起人となる少なくとも３名については，日本教育工学会に５年以上所属している正会員で
あること． 

一．発起人となる少なくとも３名については，それぞれ全国大会もしくは研究会で５回以上発表
を行っていること． 

一．発起人のうち少なくとも３名が，日本教育工学会誌（ショートレター特集号を含む）に論文
が掲載されていること． 

 
 
 

SIG-09 質的研究 セミナー案内 
 
第５回セミナー「状況的学習理論を使った論文の執筆」 
●日時・会場：2016 年 07 月 10 日（火）13:00～17:00，明治大学中野キャンパス ４F403 室 
●概   要：本セミナーでは，佐伯胖先生（田園調布学園大学大学院 教授）を講師としてお招きし，状況

的学習理論に関する議論や論文執筆に生かすためのワークに取り組みます．講師，参加者間のディスカッシ

ョンに重きを置いたセミナーになります． 
 
第２回ワークショップ「TEA（複線径路等至性アプロ―チ）を使った質的研究を学ぶ」 
●日時・会場：2016 年 07 月 31 日（日）13:00～17:00，関西学院大学梅田キャンパス 
●概   要：本ワークショップでは，サトウタツヤ先生（立命館大学 教授）を講師としてお招きし時間

とプロセスに着眼した質的研究手法として発展してきた TEA（複線径路等至性アプローチ）の基本事項や方

法について学びます．初学者がはじめの一歩を踏み出すための基本的内容が中心です． 
 
上記申し込みは，JSET 公式 Web の申し込みフォームからお願いいたします． 

（時任隼平（関西学院大学）） 
 
 
 

SIG-10 コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発 

研究会案内 
 
第５回研究会 共通教科「情報」の学習指導要領改訂 
●日時・会場：2016 年 07 月 31 日（日）13:00～18:00，江戸川大学（流山おおたかの森） 
●概   要：江戸川大学情報教育研究会に協賛する形で，「共通教科「情報」の学習指導要領改訂」をテ

ーマに研究会を開催します． 
プログラムは，SIG-10 活動報告の中に記載されていますので，そちらを参照下さい． 

（松田稔樹（東京工業大学）） 
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SIG 研究会の開催報告 SIG-02 教師教育・実践研究 
 
第４回研究会 
●日時・会場：2016 年 05 月 22 日（日）09:30～13:00，大阪大学，参加者数：20 名 
●テ ー マ：「教師の学びを促す環境と人事」 

講    演   『教師の人事異動と成長』   川上泰彦（兵庫教育大学） 
シンポジウム   『教師の成長・発達と環境の変化』 

シンポジスト  町支大祐（青山学院大学）「若手教師にとっての環境の変化」 
日比光治（大垣市立西小学校）「初任者受け入れ校の取り組み」 

指定討論    川上泰彦（兵庫教育大学） 
コーディネータ 姫野完治（北海道大学），今井亜湖（岐阜大学），脇本健弘（横浜国立大学） 

第４回研究会『教師の学びを促す環境と人事』を，2016 年 05 月 22 日（日）に大阪大学で開催しました． 
最初に，「教師の人事異動と成長」というタイトルで，兵庫教育大学の

川上泰彦先生が講演をされました．日本の教師の特徴として，諸外国と

比較して異動制度により勤務校在職年数がきわめて短い傾向にあるとい

うこと，そして，日本はそのような特殊な状況にあるものの，これまで

学校組織研究や教師研究は異動が教師に与える影響について軽視してき

たという指摘がなされました．それらをふまえ，異動制度の現状や，異

動が教師の能力形成やキャリアに与える影響について紹介がなされまし

た．最後に，教師の能力形成モデルの精緻化に向けて，職場と能力形成

の関係についてマルチレベルで影響力を考える必要がある，「同僚性」概

念について勤務校と近隣校での関係まで視野にいれた二層で捉える必要があるという提案がなされました． 
次に，「教師の成長・発達と環境の変化」というタイトルのもと，２名のシンポジストからの報告がなされ

ました． 
町支大祐先生からは，「若手教師にとっての環境の変化」というテーマで，

若手教師の最初の異動が教師の自己効力感に与える影響について報告がな

されました．落ち着いた学校から荒れた学校への異動は，教師の自己効力

感の低下につながるという指摘をしつつ，若手教師が多い昨今では異動後

の教師を一人前の教師と扱う傾向があるものの，悩みを抱えた若手教師に

は何らかのサポートをしていくことが必要ではないかという提案がなされ

ました． 
日比光治先生からは「初任者受け入れ校の取り組み」というタイトルで，

大垣市立西小学校での初任者の受け入れに関して報告がなされました．岐

阜県では，拠点校方式という拠点校指導教員（もしくは校内の指導教員）

が初任者の指導にあたる方式と，スタートアッププランという初任者が副

担任として参観と外部研修を重ねながら徐々に担任業務を経験する形式が

取られており，それぞれの方式が初任者に与える効果について，初任者の

アンケートをもとに報告がなされました． 
 これらの講演，ご報告を受けて，会場からの質問をもとに，シンポジ

スト，本シンポジウムの参加者も加わりながら，活発な議論が行われまし

た．最後には，組織だった学びとそうでない学びを成立させるそれぞれの

環境について，意見が出されました． 
最後となりましたが，ご登壇いただいた先生方およびご参加いただいた皆様，そして本シンポジウムの開

催にご尽力下さった皆様に御礼申し上げます．SIG-02 教師教育・実践研究の次回研究会は，2016 年 09 月

19 日（月・祝）に大阪大学（日本教育工学会全国大会）にて開催される予定です．皆様，ぜひご参加下さい． 
担当：脇本健弘（横浜国立大学）・今井亜湖（岐阜大学） 
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SIG 研究会の開催報告 

SIG-10 コンピテンシースタンダードと能力評価手法の開発 
 
第４回 SIG 研究会 
●日時・会場：2016 年 05 月 07 日（土）13:30～17:30，江戸川大学 A 棟第二会議室 
●内   容：テーマ「学士力の基盤を培う ICT 問題解決力育成に向けて」（参加者数：12 名） 

・文部科学省の情報活用能力調査 ―概要と課題―         坂元 章（お茶の水女子大学） 
・私情協「情報リテラシー教育ガイドライン」の見直しとその展開に向けた取り組み」 

玉田和恵（江戸川大学） 
・機器操作能力から問題解決能力へ ―その転換を促すモデル―   松田稔樹（東京工業大学） 
・保育者養成校において必要な問題解決力をどう育成するか？   松尾由美（関東短期大学） 
・サイエンスイベントを通して大学生の問題解決力をどう育てるか？ 神部順子・八木 徹（江戸川大学） 

第４回研究会は，本 SIG-10 代表の玉田が主査をしている私立大学情報教育協会の情報リテラシー・情報

倫理分科会の活動と連携して，「情報リテラシー教育ガイドライン」に本 SIG の活動成果を活かす方策を議

論する会を設定しました．本 SIG は，学習指導要領の改定や，それに基づく各学校のカリキュラムマネジメ

ントを支援するための研究を指向しており，大学の情報リテラシー教育カリキュラムは，高大接続という観

点から，初等中等教育とも密接に関わっています．今回の研究会でも，まず，初等中等教育における情報教

育の現状把握という観点から，お茶の水女子大学の坂元先生に，文部科学省情報活用能力調査の解説をして

頂きました．玉田からは，私立大学情報教育協会の情報リテラシー・情報倫理分科会で行われている「情報

リテラシー教育ガイドライン」の開発について，その経緯と問題解決力の育成という視点からの改善の方向

性を具体的に提案しました．小学校から大学まで，体系的・系統的に問題解決力としての情報活用能力，あ

るいは学士力としての情報リテラシーをどう育成するか，現在まとめている指針を述べました． 
休憩をはさんで，機器操作能力に比重が置かれていると言われる現状の情報リテラシー教育を，問題解決

能力の育成へと転換していくための方策を議論しました．松田からは，情報教育の歴史をふり返り，機器操

作に焦点が当たってしまう理由，教育的に欠けている視点などを問題提起しました．そして，より良い問題

解決と情報および情報技術の活用とを関連づけて考えさせること，具体的方法として問題解決の手順や，情

報的な見方・考え方，領域固有知識の使い方を体系的・体験的・明示的に指導する必要があるという提案を

しました．続いて，関東短期大学の松尾先生から，問題解決の一例として進路決定やキャリア形成を捉える

ことの必要性が指摘されました．昨今，大きな社会問題となっている保育者不足の原因＝早期離職を防ぐに

は，問題解決の学習者モデルに基づく明示的なキャリア教育が不可欠であり，そのためのシミュレーション

ゲーミング案が提案されました．最後に，江戸川大学の神部先生・八木先生から，サイエンスイベントを通

して大学生の問題解決力を育成するための取り組みが提案されました．日常の身近な事象を定量的に記録し，

目的意識をもって種々の観点から科学的な分析を実現するための教材を活用し，大学生が一般の大人や子供

に科学の楽しさや奥深さを伝えることを通して問題解決力を身につけるという内容でした． 
今後の予定ですが，第５回活動は，江戸川大学情報教育研究会に協賛する形で，07 月 31 日（日）13:00

～18:00 に，以下の内容の研究会を開催する予定です． 
「学習指導要領の改訂動向と教科『情報』」  鹿野利春（国立教育政策研究所／文部科学省） 
「何のためのプログラミング教育？」     松田稔樹（東京工業大学） 
「生きる力としての問題解決力を育てるための情報モラル教育」  玉田和恵（江戸川大学） 
「宇宙ロケットを題材とした教科「情報」の教材開発」      山口敏和（江戸川大学） 
パネルディスカッション「教科『情報』学習指導要領改定に向けて期待すること・準備すべきこと」 

指定討論者 大橋真也（千葉県立船橋啓明高校）・春日井優（埼玉県立川越南高校） 
谷川佳隆（千葉県立八千代東高校）・津賀宗充（茨城県教育庁） 
滑川敬章（千葉県総合教育センター）・能城茂雄（東京都立三鷹中等教育学校） 
 

担当：松田稔樹（東京工業大学）・玉田和恵（江戸川大学） 
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担当副会長　：中山 実（東京工業大学）

広報副委員長：山内 祐平（東京大学）
広報委員長　：堀田 龍也（東北大学）

　幹事：高橋 純（東京学芸大学）
　委員：池尻 良平（東京大学）
 
 
　 石塚 丈晴（福岡工業大学短期大学部）

冨永 敦子（公立はこだて未来大学）
脇本 健弘（横浜国立大学）

会長 山西 潤一（富山大学）

6

東京都港区赤坂１-９-１３
 　　三会堂ビル８階

03-5575-5366
03-5549-2263

◎学会日誌
２０１６年
・２０１６年０７月０２日（土）
　研究会「教育の情報化」（鳴門教育大学）
・２０１６年０７月１０日（日）
　SIG-09　質的研究 第 5 回セミナー （明治大学）
・２０１６年０７月３１日（日）
　SIG-04　教育の情報化 第 5 回ワークショップ
　（内田洋行・新川本社）
・２０１６年０８月２７日（土）～２８日（日）
　夏の合宿研究会「ラーニングコモンズを活用した学びの
　デザイン」（九州工業大学）
・２０１６年０９月１７日（土）～１９日（月・祝）
　第 32 回全国大会（大阪大学）
・２０１６年１１月０５日（土）
　研究会「ICT を活用した学習環境」（宮崎大学）
・２０１６年１２月１７日（土）
　研究会「インストラクショナルデザイン」
　（仁愛女子短期大学）
２０１７年
・２０１７年０３月０４日（土）
　研究会「協働的な学びづくり」（信州大学）

◎国際会議の案内
２０１６年
・HCI International 2016
	 http://2016.hci.international/
	 (7/17 – 22, Toronto, Canada)
・ETWC
	 http://seminars.unj.ac.id/etwc/
	 (7/31 – 8/3, Bali, Indonesia)	
・ICoME 2016
	 http://icome2016.iwd.jp/
 	 (8/18 – 20, Kyoto, Japan)	
・AECT INTERNATIONAL CONVENTION
	 http://aect.site-ym.com/?futureevents
  	 (10/17 – 21, Las Vegas, USA)
・E-Learn 2016
	 http://www.aace.org/conf/elearn/
 	 (11/14 – 16, Washington, DC, USA)
・ICCE 2016
	 http://www.et.iitb.ac.in/icce2016/
  	 (11/28 – 12/2, Bombay, India)
２０１７年
・SITE 2017
	 http://site.aace.org/
 	 (3/5 – 9, Austin, USA）
・eLmL 2017
	 http://www.iaria.org/conferences2017/eLmL17.
	 html
 	 (3/19 - 23, Nice, France）
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